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1．芸術を鑑賞する

芸術は、我々素人が鑑賞する対象である。した
がって、どんな作品であろうとも、一人一人の評価
が好き勝手に分かれて差し支えない。しかし、そう
すると芸術作品（本書でいえば技術やマネジメント
でさえ）は、遂に普遍的評価は得られないというこ
とになるのではないか。そうすると、古今に残る名
作とは、多数の人々が感動した多数決みたいな評価
なのだろうか。
さて私は、「美学への招待」（佐々木健一、中公新
書、2004）を手にしている。この本で佐々木先生
は、我々素人向けに「美学」「芸術」そして「感性」
について解説をしてくださっている。佐々木先生に
よれば、そもそも西洋において「芸術」という概念
が独立して認識されるようになったのは、ルネッサ
ンス以降だそうで、その後「芸術」を鑑賞する立場
を、哲学的に探求する「美学」が生まれたのだそう
である。初期の美学の目的は、まさに芸術鑑賞にお
ける美の評価を普遍的に与えることも含まれていた
そうで、カントなどの高名な哲学者も登場して華や
かに議論が咲き誇ったらしい。
しかし、近代になって状況は一変し、芸術は果た
して美しいことが存在価値であるか、という議論に
なっているそうである。20世紀初期に、ある展覧
会に出品された作品が、なんと市販の便器そのもの
だったという「事件」があったそうである。この事
件を契機に、専門家にとって、この作品が果たして
芸術なのかどうかについて論じるには、新しい理論
が必要となったのであった。素人には便器が芸術と
は断じて思えないが、高名な芸術家が堂々と展覧会
に展示したら、何とかして理解しようと努めるので
はないだろうか。「常識」は便器を芸術から排斥し
ようとする一方、展示されたからにはそこから何ら
かのメッセージを理解しなければならない、という
葛藤にさいなまれるに違いない。芸術を鑑賞する側

の武器は「感性」であるが、便器は素人の感性をい
ささか狂わせそうである。
おそらく、便器たる作品は、20世紀初頭の人々
の記憶にはそれまで蓄積されていない種類のもので
あり、評価が多数決で決まることすら許さなかった
だろう。したがって、革新的な芸術は、おそらく専
門家の哲学的な基準でしか評価できなかったに違い
ない。
佐々木先生によれば、新しい芸術作品は多くの場
合、よく知られた古いものよりも評価が低いのだそ
うである。シェーンベルクなどの現代音楽よりも、
バッハやモーツアルトの楽曲の評価が素人の間でよ
り高いのは、何となくわかるような気がする。しか
し、肝心のバッハだって、生前は今のように「音楽
の父」扱いされるほどの評価ではなかったようであ
る。つまり、当時の最新ナンバーだったわけで、年
月を経て醸成されてくるにつれて、めきめきと評価
を高めたということである。演劇の世界はもっと顕
著であり、中世に登場した西洋の演劇にせよ、日本
の歌舞伎にせよ、次の上演には新しい脚本をぶつけ
ることが当たり前だったようで、現在のように古典
劇として繰り返し上演されるわけではなかったそう
である。
ここからは、全くの素人の妄想をお許し願おう。

芸術を鑑賞する際のセンサーは、「感性」であると
いうことなのだが、センサーたるにはセンシング精
度が問題になるであろう。感性は恐ろしくノイズを
拾う不確定なものに違いないので、非常に多くの学
習を繰り返しながら、ばらつきを縮小することにな
る。これが所謂目利きの経験というわけなのだろ
う。私はバッハが好きなのだけれども、どの演奏会
に臨んでも名人上手は全く同じバッハを聞かせてく
ださる。しかし、何度も聞くうちに、それらの間の
ほんの少しの表現の違いを発見して感動することを
覚えたのである。一方、聞いたこともない新しい楽
曲だとどうだろうか。私の感性はいささか異常動作
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に陥り、大抵は感動するような境地に達する前に疲
れてしまう。
想像するに、古典芸術が新しい作品より素人の評
価が高い傾向にあるわけは、右のような感性の働き
が誰にでもあるからではないだろうか。技術やマネ
ジメントにおいても、多分同じことがいえそうであ
る。革新的な技術やマネジメントは、評価が大きく
ばらつき、定着するに従って、より普遍的な評価を
獲得するのではないだろうか。
佐々木先生によれば、芸術の評価を安定させるに
は、「美学の世界の住民（つまり専門家）」の評価が
安定することが必要だそうである。この説にしたが
えば、新しい芸術作品に我々素人が戸惑い、感性が
混乱するのもやむなしとするべきであろう。

2．技術の美学

美学の起こりは、芸術作品を鑑賞する立場に関す
る哲学的考察の学問だったそうである。でも、我々
は美学という単語を来歴などにかまわず使用して
いる。たとえば、「彼の人生の美学」などという言
い回しである。あるいは芸術を持ち出して、「イチ
ローのバッティングは最早芸術ですね」などと評論
家がのたまう。この表現は、イチローのバッティン
グを芸術作品と見なし、それを鑑賞する美学的立場
からの評論ということになる。ここでは、バッティ
ング技術と芸術が境界線を跨いで交差しているよう
に見える。
技術はそれが究極の高みに近づくにつれて、芸術
との境界線が明瞭でなくなり、美的鑑賞の対象にさ
えなることを知らされる。かの名刀正宗は、最高の
刀の一つとされているが、その意味は実用としての
評価にとどまらない。名刀の評価は美学的見地から
（つまり芸術作品として）行われることになる。し
かも、その評価は専門家だけのものでなく、素人に
も受け入れられているのである。
技術の最高の境地は「芸術」であり、その作品（製
品）を使う側の「美学」的評価に耐える高みという
ことになる。素材を加工する技術、製品を組み立て
る技術、サービスを提供する技術、みんな同じ高み
を目指すことになる。例えば、熟練した職人の技術
は最早芸術であり、美しいコンピュータプログラム
もまた芸術である。

世の中には、プログラム考古学なる分野が存在す
る。昔のプログラムを読んで、感心しようというも
のである。ここに、新しい人類の芸術としての、コ
ンピュータプログラムがある。文芸のような、音楽
や絵画のようなソフトウェアは確かに存在する。現
在のソフトウェア工学は、他の工業におけるプロ
ジェクトマネジメント技術の模倣の域を出ないよう
だが、21世紀中には急速に様変わりするに違いな
い。おそらく、ソフトウェア工学は、芸術、職人芸
そして工業製品の、混血児と位置付けた生産工学体
系に再編されるだろう。
技術畑における日本的感性を分析する立場から名
刀正宗を観察すれば、古今の日本の熟練工が目指し
ていた極致が理解できるような気がする。日本ガラ
パゴス論の意味するところは、現在の日本企業全体
に溢れる「技術」の「芸術」への昇華意欲の表象と
いえるのだろう。このような意識はおそらく洋の東
西を問わず大なり小なり存在するに違いないが、ガ
ラパゴスというくらいだから、日本民族の遺伝子に
はより強く伝承されているのではないか。

3．マネジメントの美学

マネジメントの世界では、はたして技術と同様に
「芸術」まで達するというようなことがあり得るの
だろうか。西洋では、ルネッサンス以降様々な分野
で天才を誕生させてきたが、戦争の分野の天才とい
えば、かのナポレオンを指す。戦争の作戦立案や指
揮はマネジメントであり、その意味ではナポレオン
はマネジメントを芸術たらしめた人物といえるのだ
ろう。日本でなら、源義経は戦争におけるマネジメ
ントの天才であり、彼の作戦は芸術といえるだろう
し、織田信長も同様の評価を下して差し支えなさそ
うである。経営でいえば、松下幸之助は「経営の神
様」と讃えられているところであり、おそらく彼の
経営は芸術の域と見なされているに違いない。
このように、何人かの例を挙げるだけでも、マネ
ジメントの世界でさえ美学は存在することは明らか
であることがわかる。プロ野球の世界などでは、監
督のマネジメント技術がすぐに戦績に反映するの
で、大変わかりやすい。「グランドには銭が落ちて
いる」という名せりふで選手を鼓舞し、偉大な戦績
を残した名監督の話は、日本的感性を大いに刺激す
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る「監督の美学」の具現者として歴史に名を刻んで
いる。他の分野でも、優れた経営者達が、多くの
「美学的」逸話を残している。要するに、「マネジメ
ントの美学」は存在するのである。
問題は、マネジメントの美学において、日本的な
ものが特異かどうかである。アメリカ大リーグの名
監督たちの中に、「グランドに銭（ドル？）が落ち
ている」といった監督がいらっしゃるかは不明だ
が、そういうことは仰らなそうな気もする。そもそ
もマネジメントの対象は組織であるが、組織の有り
様が日本と西洋とで大きく異なる、という議論が一
般的になっている状況であり、その意味からも前述
の「リーダシップの発露方法」は米国的ではない。
後述するところであるが、西洋の組織は共通の目的
を持ってそれぞれの能力が集合した「資格集団」で
あり、日本の組織は同じ釜の飯を食う運命共同体と
して形成されるのだそうである。
ともあれ、「日本的マネジメントの感性」は、「芸
術」「美学」「感性」の関係の中で述べられる事象で
あるという認識は成立するらしい。感性は、何も文
学や絵画などの芸術の世界の専売特許ではない。感

性は日常的な感覚であり、民族文化の心のインフラ
ととらえるべきであろう。演歌を聴いては涙する日
本人が、ピカソを見て同じ涙は決して流さない。片
や感性をもって鑑賞し、片や知性（あるいは見栄っ
張り）をもって鑑賞するからである。我々は、仕事
を設計する際、隙のない（どこに出しても恥ずかし
くない）考察を注入しなければならないと思ってい
るが、その評価の視点として西洋のビジネスマンを
意識してはいないだろうか。グローバルな（西洋
の）価値を評価したい、というところである。つま
り、ピカソが理解できなければ一流のビジネスマン
ではない、という意識がありはすまいか。
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